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講演 ・ 会 議 等 (P1 ぐ て) 

P1 第 5 回 起 が 関 ダ イア ログ の 開催 に つい て 

P2 「IFIAR シ ン ボ ポジ ウム 高 品質 な 監査 の 実現 に 向け て - ニ ュー ノー マル を 見 握 
えた 監査 の あり 方 -」 の 開催 に つい て 

政策 解説 コー ナー  (P3 ぐ ) 

P3「 ク ライ メー ト ・ ト ラン ジ シ ョ ン ・ フ ァ イ ナ ンス に 関す る 基本 指針 」 の 策定 
に つい て 


















総合 政策 局 総合 政策 課 課長 補佐 小崎 亜依 子 
P5 事業 者 支援 ノウ ハウ 共有 サイ ト 本 格 稼 働 に 伴う 参加 機関 ・ 職 員 の 公募 (一 次 
追加 登録 ) に つい て 
監督 局 銀行 第 二 課 地 域 金 融 企画 室 地域 生産 性 向上 支援 専門 官 若尾 仁 
課長 補佐 渡辺 茂 紀 、 地 域 生 産 性 向上 支援 調査 官 川口 英輔 
P7 金融 事業 者 に お ける 顧客 本 位 の 業務 運営 の さら な る 浸透 ・ 定 着 に 向け た 取組 み 
に つい て 
総合 政策 局 リ スク 分 析 総 括 課 コン ダク ト 企 画 室 課長 補佐 山崎 か お り 
係長 城戸 жї 










お 知ら せ (Р9~) 

P9 「TCFD 開 示 と トラ ンジ ショ ン フ ァ イ ナ ンス - 2050 年 カー ボン ニュ ー ト ラル 
に 向け て -」 の 開催 に つい て 

P11 女性 職員 活躍 と 職員 の ワー クラ イフ バラ ンス 推進 の た め の 取 組 計画 の 策定 ・ 
公表 に つい て 

先月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み 







(P13) 








ご オン ライ ン 版 は に ちら か ら ЛЛ 


https://www.fsa.qo.jp/access/index.html 








金融 庁 


第 5 回 霞が関 ダイ アロ グ の 開催 に つい て 


























本 年 5 月 19 日 、 地 域 課 題 解決 支援 チー ム ※1 は 、 
霞が関 の 公務 員 (中 央 省庁 の 担当 者 ) が 担当 する 
施策 を 、 地 域 の 金融 機関 や 自治 体 の 問題 意識 を 有 
する 熱意 ある 職員 向け に 直接 発信 する 「 霞 が 関 ダ 
イア ログ | を オン ライ ン で 開催 し 、 約 130 名 の 金 
融 機 関 ・ 自 治 体 の 職員 等 の 参加 を 得 ま し た 。 


霞が関 ダイ アロ グ で は 、 中 央 省庁 の 担当 者 が 、 
それ ぞ れ 担当 する 施策 を 一 方 的 に 紹介 する だ け で 
な く 、 地 域 の 現場 の 金融 機関 ・ 自 治 体 の 有志 に 、 
霞が関 と の 対話 を 通じ て 施策 へ の 理解 を より 深め 
CU だ GPC 開催 し 0 きま し だ 









































































































































[ 写真 : 霞が関 ダイ アロ グ の 様子 ) 

5 回 目 と な る 今回 も 、 前 回 に 続い て 赤澤 亮 正 内 
閣府 一 大 臣 (金融 担当 ) が 、 公 務 終 了 後に 参加 し 、 
地域 に お ける ネッ トワ ー ク の 価値 を 訴え た うえ で 、 
新型 コロ ナ に 公務 員 と 金融 機関 が 一 体 と な っ て 取 
ИЕС ОЗ 21И осе 誠 し し 記 。 
肝 前 の アン ケー ト で どの よう な 施策 の 情報 を 聞 
* か アン ケー ト を 行っ た と ころ 、 地域 活性 化 
事業 者 支援 に 資す る も の と の 声 が 多かっ た こと 
ら 、 今 回 は 、 中 小 企業 庁 「 事 業 再 構築 補助 金 」、 
観光 店 「 地 域 の 観光 資源 の 磨き 上 げ を 通じ た 域内 
連携 促進 事業 ] 、 環 境 省 「ESG 地 域 金 融 促進 事 
業 」 に つい て 担当 者 を 招き まし た 。 各 施策 を 紹介 
し た 後 、 地 域 か ら の 参加 者 に は 、 興 味 を 持っ た 施 
策 に つい て の グル ー プ セッ ショ ン に 参加 し て も ら 
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い 、 さ ら に 内 容 を 深 掘り し て も らい まし た 。 


























| 写真 : 参加 者 に 対し 挨拶 を する 赤澤 副 大 臣 ) 
































これ まで 開催 し た 霞が関 ダイ アロ グ を 契機 と し 
て 、 そ れ ぞ れ の 地域 で 新た な 展開 に つなが っ た 
От а еа И 
ある 金融 機関 が 「 中 小 企業 デジ タル 化 応援 隊 事 
ЗЕ | を 取引 先 の 事業 者 に 活用 し て も ら お うと 説明 
会 を 開催 し た ほか 、 別 の 地域 金融 機関 で は 、「 低 
密度 な 農山 漁村 の 持続 可能 性 確保 を 実現 する 次 世 
代 型 コミ ュ ニ ティ ビジ ネス の 展開 事業 」 を 活か し 
て 地域 の 活性 化 に 取り 組 も うと し て いま す 。 


地域 課題 解決 支援 チー ム で は 、 地 域 の 関係 者 を 
つなげ る 等 、 地 域 の 課題 解決 を 目指 す ネ ッ ト ワ ー 
ク 構 築 を 支援 し 、 地 域 課 題 に つい て の 関係 者 間 の 
議論 の 場 へ の 参加 や 国 の 施策 等 の 地域 へ の 情報 発 
信 等 を 通じ て 、 地 域 経済 エコ シス テム の 形成 を 後 
ОЕ аа 


霞が関 ダイ アロ グ 以 外 に も 、 直 近 で は 、 5 月 23 
に 開催 され た 地域 活性 学会 ぷ 2 東 日 本 大 岩 災 後 10 
年 特別 大 会 に お いて 、 大 学 機関 と 公務 員 、 金 融 機 
関 が 交 流す る 場 「| ち いき ん 会 ダイ アロ グ in 地 域 活 
性 学会 」 を 開催 し た ほか 、 烏 取 県 内 の 自治 体 や 金 
融 機関 等 の 関係 者 が 産学 官 金 連携 促進 を 目的 に 立 
ち 上 げた 「 ち いき ん 会 Tottori|」 ※3 (6 月 11 日 開 
催 ) に 参加 する な ど 、 活 動 の 場 を 広げ て いま す 。 


















































































































































































































































































































































※1 金融 庁 職員 も 現場 で 一 緒 に 考え ます 「 地 域 課題 解決 支援 チー ム 」 : 
https://www_.fsa.go.jp/policy/chiikikadaikaiketsushien-team/chiiki-kadai-top.html 





























※2 地域 活性 学会 : https://www.chiiki-kassei.com/ 











※3 |「 ち いき ん 会 -Tottori-」 の 詳細 は 以下 の リン ク か ら ご 覧 くだ さい 。 














https://www.chihousousei-hiroba.jp/bbs/detail.php?ymd=20210525&cd=2 





IIFIAR シ ン ポ ジウ ム 高 品質 な 監査 の 実現 に 向け て 


ニニ ュー ノー マル を 見 据え た 監査 の あり 方 -」 の 開催 に つい て 























日 本 監査 研究 学会 ・ 日 本 公認 会 計 土 協会 主催 の 「IFIAR シ ン ポ ジウ ム 高 品質 な 監査 の 実現 に 向け て 
ー ニ ュー ノー ЕХЕ の あり 方 一 | が 開催 され 、 油 布 審議 官 、 井 上 参事 官 、 ы 
講演 を 行い まし た 。 本 シン ポジ ウム は 、 本 年 5 月 より 、IFIAR ネ ットワーク 会 員 С) 向け に オン デマ 
ンド で 配信 が 開始 され まし た 。 本稿 で は 、 シ ン ポ ジウ ム の 概要 と 講演 の 模様 に つい て ご 紹介 致し ます 。 
Ж) IFIAR ネ ットワーク : 我が国 で 活動 する 会 計 監 査 に 関連 3 р. ме. ホル ダー の ネッ トワ ー ク の 構築 や 、 我 が 国 
こ 設置 され た IFIAR 事 務 局 の 活動 の 支援 等 を 目的 と し て 2016 年 12 月 に 設立 。 会 計 監 査 ・ 税 務 や 経済 界 、 金 融資 本 市 場 等 の 関係 
団体 に より 構成 。 

1, IFIAR シ ン ポ ジウ ム の 概要 


本 シン ポジ ウム で は 、 ニ ュー ノー マル を 見 据え た 高 品質 な 監査 の 実現 に つい て 多様 な 関係 者 で 議論 
を 行い まし た 。 監 査 の 品質 向上 及び 高 品質 な 財務 報告 の 実現 に は 、 監 査 人 だ け で な く 、 企 業 、 投 資 家 、 
市 場 関係 者 、 規 制 機関 等 の 様々 な ステ ー ク ホル ダー が 各々 の 役割 を 果たし 、 積 極 的 に 関与 する こと が 
必要 で す 。 こ の た め 、 新 型 コ ロナ ウィ ルス 感染 症 の 影響 に より 環境 が 変化 する 中 で も 、 監 査 品質 、 及 
び ス テー ク ホ ル ダ ー の 取組 の 向上 を 目指 すべ く 、 学 究 、 実 務 、 行 政 等 に わた る 各 分 野 の 有識者 で 議論 
ЛҮ з жЕ („йс 
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2, 基調 講演 : IFHIAR に お ける 議論 の 動向 

基調 講演 と し て 、IFIAR 議 長 Duane 
M.DesParte 氏 と IFIAR 副 議長 長岡 参事 官 が 対談 
を 行い 、IFIAR の 使命 (グロ ー バ ル な 監査 監督 の 
強化 に より 、 投 資 家 を 含む 公益 に 資す る こ 10) 達 







































































































































































成 を 目指 し て 、 メ ン バ ー 当 局 の 監督 能力 の 向上 に Ў 

А0738, пп-ллжу о-оо ав ご ご шталт 

と の 継続 的 な 対話 、 監 査 監 督 当 局 の コミ ュ ニ ティ た だ いま 遇 江 先生 より ご 紹介 に あず か り まし た 

と し て の 影響 力 の 強化 等 に 注力 し て いる こと や 金融 庁 IFIAR 戦 略 企画 室長 の 長岡 際 で ご さい ます 

その た め の IFIAR の 取組 等 に つい て 紹介 し まし た 。 ( 注 : Duane 氏 、 長 岡 参事 礼 と も 、 撮 影 後に IFIAR 正 副 

議長 に 就任 ) 

3, パネ ル セ ッ シ ョ ン ① : 高 品質 な 監査 に 向け た = 

取組 КЕ 人 けり 旨み 7 





本 セッ ショ ン で は 、 国 際 動 向 を 踏ま えな が ら 、 
監査 を 巡る 課題 、 将 来 的 な 監査 の 在り 方 等 に つい 
て 、 各 分 野 の 有識者 か ら プ レ ゼ ン が 行わ れ ま し た 。 
井上 参事 表 か ら は 、IFIAR の 活動 に 加え 、 新 型 コ 
ロナ ウィ ルス 感染 症 の 影響 を 踏ま えた 企業 決算 ・ 
監査 等 へ の 対応 、 コ ー ポ レー ト ガ バナ ンス 改革 等 
の 国内 で の 取組 に つい て 説明 し まし た 。 / 


















































まき | 
































井上 俊 陸 ттттатщюрин 4 

















дан Ен^ИКН ш 
価格 性 向上 に 向け た 取り 組み 


4. パネ ル セ ッ シ ョ ン (② : 監 
報告 の 信頼 性 向上 に 向け た 取組 Т 
本 セッ ショ ン で は 、 高 品質 な 監査 及び 財務 報告 

в с Е= ж шә ас 

野 の 有識者 で 議論 を 行い まし た 。 油 布 審議 宜 か ら 

は 、 不 適切 会 計 と 監査 人 の 役割 、 新 型 コ ロナ ウィ 

ルス 感染 症 対応 を 踏ま えた ニュ ー ノ ー マ ル へ の 見 | 

解 に つい て 説明 し まし た 。 ҮТЕРЕР 
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政策 解説 コー ナー 





総合 政策 局 総合 政策 課 課長 補佐 小崎 亜依 子 


(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組 織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 

















































































































金融 庁 ・ 経 済 産業 省 ・ 環 境 省 は 、「 ト ラン ジ シ ョ ン ・ フ ァ イ ナ ンス 環境 整備 検討 会 ] (座長 : 伊藤 邦雄 一 
橋 大 学 CFO 教育 セン ター 長 ) を 開催 し 、2021 年 1 月 より 、 ト ラン ジ シ ョ ン ・ フ ァ イ ナ ンス を 実施 する 際 の 
手引 き と し て 「 ク ライ メー ト ・ ト ラン ジ シ ョ ン ・ フ ァ イ ナ ンス に 関す る 基本 指針 」 の 策定 に 向け た 議論 を 
тэ» е 75 О Ра Сата 12 ラ (2 INNI シ ソノ ノノ ヨン (カン 
ス に 関す る 基本 指針 ] ※ を 公表 し まし た 。 本 指針 策定 の 背景 お よび 主 な 内 容 を ご 紹介 し ます 。 









































1. 基本 指針 策定 の 背景 


気候 変動 問題 の 顕在 化 を 背景 に 、 昨 今 、 気 候 変動 問題 へ の 関心 が 世界 的 に 急速 に 高まっ て いま す 。 我 が 
に お いて も 、 産 業界 や 金融 界 の 課題 解決 に 向け た 取組 み が 進 展 し て お り 、 そ うし た 中 、 昨 年 10 月 に 菅 総理 
は 国内 の 温室 効果 ガス の 排出 を 2050 年 まで に 実質 ゼロ (カー ボン ニュ ー ト ラル ) と する 方 針 を 表明 し まし 
8 

カー ボン ニュ ー ト ラル へ の 道のり は 平 た ん で は な く 、 実 現 の た め に は 、 産 業 構造 や 経済 社会 の 大 胆 な 変革 
が 必要 で す 。 新 た な 産業 を 育成 する と 同時 に 、 既 存 の 温室 効果 ガス 多 排出 産業 の 脱 炭 素 に 向け た 移行 を 促す 
必要 が あり 、 産 業 の 取組 み に 加 えて 、 そ れ を 後押し する 金融 の 役割 も 重要 に な り ま す 。2019 年 に 閣議 決定 
し た 「 パ リ 協 定 に 基づく 成長 戦略 と し て の 長期 戦略 」 で も 、「 グ リー ン ・ フ ァ イ ナ ンス の 推進 」 が 大 き な 柱 
と し て 掲げ られ て お り 、 気 候 変動 問題 解決 に お ける 金融 の 役割 の 重要 性 が 伺え ます 。 

多 排出 産業 を 含 わ あら ゆる 産業 の 着実 な 脱 炭 素 化 に 向け た 取組 み を 評価 し 、 資 金 供給 する こと を 「 ト ラン 
ジ シ ョ ン ・ フ ァ イ ナ ンス 」 と 言い ます 。 特 に 多 排出 産業 に お いて は 、 一 足 飛 び の カー ボン ニュ ー ト ラル の 実 
現 は 難し く 、 ネ ガ テ ィ ブ な 影響 を 抑え つつ 、 段 階 を 経て 移行 し て いく 必要 が あり ます 。 日 本 は 製造 業 の 比率 
が 諸 外 国 に 比べ て 相対 的 に 高く 、 う ち 鉄 鋼 や 化学 な どの 多 排出 産業 も 含む 素材 系 は 3 割 近く に の ぼる た め 、 
トラ ンジ ショ ン ・ フ ァ イ ナ ンス の 果たす 役割 は 重要 で す 。 本 指針 は 、 ト ラン ジ シ ョ ン ・ フ ァ イ ナ ンス を 健全 
な 形 で 促進 し 、 脱 炭素 化 に 向け た 移行 の 取組 み に 十 分 な 資金 が 供給 され る こと を 目的 と し て いま す 。 


2. 基本 指針 の 内 容 < 図 1 > 


基本 指針 の 特徴 と し て 、 脱 誠 素 化 に 向け た 目標 設定 、 
戦略 を 重視 し て いる こと が 挙げ られ ます 。 1 で いい 
頂上 に 登る と いう 確固 た る 目標 設定 お よび 、 そ こ に 至る 
まで の 現実 的 な 戦略 を 持つ こと を 促す も の の 、 登 山 の 過 
程 は 各 人 の 状況 に 応じ て 多種 多様 で ある と いう よう な イ 
х С 

基本 指針 は 、2020 年 12 月 9 日 に 国際 資本 市 場 協会 
ICMA (International Capital Market Association) が 公 
MS グラ 0 2 コード ラン クン аи у у 
ス ・ ハ ンド ブッ ク 」 と 整合 し つつ 、 資 金 調達 者 、 資 金 供 
給 者 、 そ の 他 市 場 関係 者 が 具体 的 な 対応 を 検討 する 際 に 
参考 と な る 内 容 を 含ん で いま す 。 
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※ 本 年 5 月 7 日 公表 、「 ク ライ メー ト ・ ト ラン ジ シ ョ ン ・ フ ァ イ ナ ンス に 関す る 基本 指針 」 の 確定 に つい 
て : https://www.fsa.go.jp/news/r2/singi/20210507 2.html 























具体 的 に 












































その 達成 に 応じ て 借 











目標 設定 を 行い 、 





は 、ICMA の ハン ドブ プ ブッ ク に お いて 
びそ れ ぞ れ に 対す る 具体 的 な 対応 方 法 で す 。 各 要素 に 
ら 4 要素 を 満た し 、「 資 金 使途 を 特定 し た ボン ド プ ローン 」 、 ま た は 、 
り 入れ 条件 等 が 変動 する 












































金 調達 者 が 開示 する こと が 推奨 され て いる 4 要素 お よ 
ЭПА АГС Ел 
「 ト ラン ジ シ ョ ン 戦 略 に 沿っ た 
金 使途 不 特 


定 の ボン ドブ プロ ー ン | の い 





ずれ か の 形式 に よる 資金 調達 を 、 本 指針 で は トラ ンジ ショ ン ・ フ ァ イ ナ ンス と 定義 し て いま す 。 























基本 指針 の 記載 内 容 は 、「 ト ラン ジ 
ショ ン 」 と いう ラベ ル を 付与 する 金融 商 
品 と し て 備え る こと を 期待 する 基本 的 な 
事項 (「 べ き で ある 」 ) 、 満 た し て いな 
く て も 間 題 は な い が 採 用 する こと を 推奨 
する 事項 (【「 望 まし い 」) 、 満 た し て い 
な く て も 問題 は な い が 例 示 、 解 釈 等 を 示 
した 事項 (| 考え られ る | また は 1 可能 
で ある 」 ) 、 の いずれ を 意味 する の か が 
わか る よう な 記載 に し て いま す 。 検討 会 
で は 幅広 い 議論 が 行わ れ ま し た が 、 特 に 
議論 に な っ た の は 、 温 室 効果 ガス 削減 目 
標 に Scope 3 まで を 含め る こと を 「 べ き 
СЕУ Е 
た 。Scope 1 と は 事業 者 が 直接 排出 、 
Scope 2 は 購入 電気 使用 な ど を 通じ て 間 
接 的 に 排出 、 Scope 3 は 原材料 の 調達 、 
従業 只 の 出張 、 投 融資 な ど Scope 2 を 除 
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各 要 素 に お ける ポイ ント 


要素 | 発行 体 の クラ イメ ー ト ・ 
1 | トラ ンジ ショ ン 戦 略 と ガバナンス 





要素 | ビジ ネス に お ける 環境 面 の 
2 | マテ リア リティ (重要 度 ) 





トラ ンジ ショ ン ・ ファ イナ ンス の 目的 
・ バリ 協定 の 目標 に 整合 し た 目標 や 脱 炭 素 
化 に 向け て 、 事業 変 を する 意図 が 含ま 
れ た トラ ンジ ショ ン 戦 略 の 実現 
・ トラ ンジ ショ ン 戦 略 の 実行 で は 、 気候 変動 
以外 の 環境 及び 社会 へ の 寄与 も 考慮 
(「 公 正 な 移行 」) 
トラ ンダ ショ ン 戦 略 と ガバ ナン ス の 開示 
・ TCFD 提 言 な どの フレ ー ム ワー ク に 整合 し 
た 開示 も 可能 
要素 | 科学 的 根拠 の ある クラ イメ ー ト . 
トラ ンジ ショ ン 戦 略 (目標 と 経路 ) 
科学 的 根拠 の ある 目標 と 経路 
・ 科 学 的 根拠 の ある 目標 と は 、 バリ 協定 の 
標 の 実現 に 必要 な 削減 目標 































































































(Scope 1 へ 3 が 対象 ) 

・ 短 中 期 目標 は 長期 目標 の 経路 上 に 設定 

・ 目 標 は 地域 や 業種 の 特性 な ど 様々 な 事項 を 

考慮 し て 設定 する た め 、 経路 は 多様 

参照 ・ ペ ンチ マー ク 
・ 国際 的 に 認知 され た シナ リオ : IEA の SDS 

な どの シナ リオ 

・ 国際 的 に 認知 きれ た NGO 等 に よる 検討 : 
SBTi な ど 

・ 人 バリ 協定 と 整合 し 、 科学 的 根拠 の ある 国 別 
の 削減 目標 や 業種 別 の ロー ド マ ッ プ な ど 



















































































く 、 そ の 他 の 排出 量 の こと を 言い ます 。 最 近 の 欧州 を 中 心 と する 議論 で は 、 
Scope 3 まで 含め る こと が 望ま し いと され て いる も の の 、Scope 3 まで を 含め た 目標 設定 を р. 


る | と する こと は 、 発行 体 に 負荷 が 大 きい の で は と いう 指摘 も 複数 あり まし た 。 
準 に 準拠 する こと で 信頼 を 得る こと が 重要 で ある こと か ら 、 


世界 的 な 標準 











3. 信頼 性 の 確保 に 向け て 








ドラ ジジ ジョ ジ < ヲ デ оо に 最も 重要 な こと 
る こと で す 。 図 1 で いえ ば 、 信 頼 性 が 確保 され て いる 状態 




















現実 的 で あり 、 頂 上 に 向け た 歩み を 着実 
要 な こと は 2 点 あ り ま す 。 


1 点 目 は 、 














(回 の ラン ンション 2 аи 
資金 供給 者 は それ を 良い 形 で 支援 する と いっ た 、 お 互い が 妥協 する こと な く 高 








ンジ ング な 挑戦 に 挑み 、 

















合う よう な 関係 構築 が 必要 と な り ま す 。 さ ら に 、 外 部 評価 を 担う ESG 評 1 











о, 
2 点 目 は 、 








トラ ンジ ショ ン 戦 略 の 対象 と な る 取り 組み 
・ 現在 及び 将来 に お いて 環境 面 で 重要 と な 
る 中 核 的 な 事業 活動 
(気候 変動 を 自社 の マテ リア リティ の 一 つう 
と し て 特定 し て いる 資金 調達 者 の 事業 活 
動 を 含む ) 


























要素 
д | 実施 の 透明 性 


投資 計画 の 対象 

・ 設備 投資 (Capex) だ け で な く 、 業務 
費 や 運 営 費 (Орех) 

・ 研究 開発 費 (R&D ) 
撤去 

投資 計画 の 実行 に よる 成果 と イン バク ト 

・ 可能 な 場合 に は 定量 的 な 指標 

・ 定量 化 が 困難 な 場合 に は 、 定性 的 な 





、 M&A、 解体 ・ 
























































指標 と し て 外部 認証 を 利 
・「 公 正 な 移行 ]」 へ の 配慮 を 組み 込む 











目標 設定 や 排出 量 の 削減 は 


























り 明確 に な っ て いく 























分 野 別 ロ ー ド マッ プ で す 。 指針 の 要素 3 「 科 学 的 根拠 の ある クラ イメ ー ト ・ 


し か し 、 最 終 的 に 


「 べ き で ある 」 で 合意 し ま е 

















は 、 信頼 性 を 確保 す 


皆 が 本 気 で 登頂 を 目指 し 、 そ の 戦略 は 
< 進め て いる 状態 の こ а, (ЕЕ 972 ЕС 





良質 な 事例 を 積み 重ね る こと で す 。 今後 、 本 基本 指針 を 参照 し た 事例 が 積み 重なる こと で 、 
СО, 








資金 調達 者 は より チャ レ 
































機関 や 、 建 設 的 な 批判 を 行 





トシ ジ シ ジョ 


ン 戦 略 (目標 と 経路 を 含む ) | の 箇所 で 、 参 照 で きる ベン チマ ー ク と し て 分 野 別 の ロー ド マ ッ プ を 挙げ 











зл 


が 、 こ の 分 野 別 ロー ド マ ッ プ は 、 今 後 政府 に 





お NG 東 思 きれ る 形 伸 で の 9 この 目 王 トマ ツク 8 


今後 多 排出 企業 の トラ ンジ ショ ン ・ フ ァ イ ナ ンス に お いて 参照 され て いく と 考え られ る た め 、 国 際 的 に 











も 賛同 を 得 ら れる よう な も の に し て いく 必要 が あ 





















































) ЕГ, 

















資金 調達 者 、 資 金 供給 者 、ESG 評 価 機関 、NGO、 政 府 関係 者 、 そ れ ぞ れ が 緊張 感 を も っ て 自ら の 役割 
を 果たす こと で 、 ト ラン ジ シ ョ ン ・ フ ァ イ ナ ンス が 健全 な 形 で 発展 し 、 皆 が 頂上 に 登る こと が 出来 る の 
с 4 


政策 解説 コー ナー 


課 = (4 ғ] г, 
иша айагы йн&>& ==] 川口 英博 
(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 固 人 的 見 解 で あ り 9 所 属 組 織 の 見 解 を 示す も の で は あ り ませ ん 。 ) 




































































金融 庁 で は 、 内 閣 官房 まち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 本 部 が 運営 する 『 地 方 食 生 カレ ッ ジ 』 内 に 地域 金庫 
機関 及び 信用 保証 協会 職員 専用 の 事業 者 支援 ノウ ハウ 共有 サイ ト を 創設 する た め 、 本 年 1 月 22 日 より 
トラ イア ル 運 用 を 開始 (45 機 関 122 名 の 参加 ) し 、 期 間 終 了 (3 月 31 日 ) まで に 活発 な 投稿 が 寄せ ら 
а ЕЕ 

トラ イア ル 運 用 に 参加 いた だ いた 職員 の 方 々 か ら は 、 地 域 ・ 業 態 ・ 組 織 を 超え た や り 取 り が な され 
ここ と が 有用 で あっ た と の 声 が 寄せ られ まし た が 、 サ イト の 利便 性 向上 、 参 加 者 が 急増 する こと で 
却って 安心 し て や り 取 り し づら く な る と の 課題 の 声 も 寄せ られ まし た 。 

トラ イア ル 運 用 に 参加 いた だ いた 方 々 の 声 も 踏ま えて 、 

ө サイ ト の 改良 を 行っ た 上 で 4 月 中 に 本 格 稼 働 を 開始 する と 共 
ө 参加 者 を 段階 的 に 増やし て いく た め 、 一 次 追加 募集 と し て 新た に サイ ト に 参加 する 機関 ・ 職 員 を 

т 


> 新た に 、 サ イト へ の 参加 を 検討 する 機関 の 方 向け に 、 閲 覧 専用 の 枠組 み も 用 意 し まし た 。 
https://www.fsa.go.jpD/news/r2/ginkou/20210427/20210427.html 
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AN 

















る 施策 概要 地域 金融 人 材 の 能力 向上 に 向け た プラ ッ ト フ ォ ー ム 事業 者 支援 に 関す る ノウ ハウ 共有 
“М АС == м る 
ке ЛЕ Ш 2 事務 ү 金融 行政 方 針 で З я гы ва. FE кыс а ооо адири 
金融 機関 の 現場 職員 の 間 ЕСА 地域 し て いく た め ・ 組 織 を 超え て 事業 者 支援 の ノウ ハウ を 共有 する 等 の 取組 み を 支援 
Б 3 3 (事業 者 数 イメ ー ジ ) 
旧 織 を 超え て 事業 者 支援 の ノウ ハウ を 
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共有 г с 
共有 する 等 の 取組 み を 支援 し て いく 」 ДА お о ОВА 
= Юг „зк [2756 6 А 
со л 2 。。 ЕВ таа ЕИБ... АВРОСТИЕИЬЫНИНИ 
: Ф Web 上 に 金融 機関 専用 の 事業 者 支援 ノウ ハウ 共有 用 の プラ ッ ト フ ォ ー ム を 設置 (本 格 稼働 ) 
ら 事業 者 е 1 а Г вв 25-0. свнаавта ПЕЛЕ УОП の 神 組 み を 活用 。 : 
の 利 向上 、 参 加 者 が 急増 する こと で 却って 安心 し て づら く な る と の 課題 の 声 も 寄せ ら た 。 
こ 資金 繰 ! 9 
様々 ( ае ) се こら Т = паа 一 次 追加 募集 (5 月 ) 一 次 追加 募集 
クノ テー л. > з ky4 用 ミィ ニア =- 
し た 。 ©, “= し た 金 繰 |) 支援 ә リニュ ー ア ル ( 本 格 稼働 ) 参加 者 計 300 名 ( 夏 頃 ) 
6 ч В 閲覧 の み の 参加 枠 を 新た に 設定 
ЖГ У аа о дк [> ・ トラ イア ル で の 意見 を 踏ま えた うえ で 、 共 有 サ イト を リニュ ー ア ル し 本 格 和 人 開始 、 参 加 者 を 段階 的 に 増やし て いく 
Е. ・ 共有 サイ | rr 開路 の み の 参加 の 枠組 み も 創設 
ка [| зл Е. 経 堂 改善 や 事業 再 ・ 2921.5 月 末 : ー 追加 登録 参加 者 が 共有 サイ ト 利 用 開始 (参加 者 計 300 名 程度 を 上 上限 жой 
生 、 事 業 転換 、 事 業 承継 と いっ た 支援 о 地域 内 に お ける 事業 者 支援 等 の ノウ ハウ 共有 の 取組 み 拡大 へ の 後押し | ТЕ ! 


уя & К Е п 名 地域 へ の 事業 者 支援 の 有識者 ・ 実 務 者 の 紹介 協業 、 ノ ウ ハ ウ の 集約 な ど | 
も 進 ДЕЕ め и し \ © と (а が 金融 機関 の 現場 ; ( 例 ) 栃木 県 内 の 金融 機関 ・ 保 証 協会 が 、11 月 13 日 ( 金 ) に 「 企 業 支援 者 育成 シン ボ ジ ウ ム 」 を 開催 。 財務 事務 所 、 Я 


金融 庁 も 参加 し て 、 講演 等 の 他 、 10 名 前 後 の 少 人 数 グル ー プ に 分 か れ て 事業 者 支援 に 関す る 事例 研究 等 を 実施 。 上 
職員 に 期待 され て いま す 。 


この コロ ナ 褐 に お いて 、 こ うし た 事業 者 支援 を 進め る うえ で 金融 機関 の 現場 職員 が 必要 と 
され る 実践 的 な ノウ ハウ ・ 知 見 は 、 業 界 団体 や 各 金 融 機関 ご と の 研修 等 を 通じ て 、 じ っ くり 広め て い 
くだ け で は 、 必 ず し も 足ら な い ・ 間 に 合わ な いと いっ た 声 も あり ます 。 

そこ で 、 現 場 職員 の 間 で 、 地 域 や 組織 を 超え た 、 実 践 的 な 事業 者 支援 の た め の ノ ウ ハ ウ ・ 知 見 を 共 
有する 「 共 助 」 の 動き が 進む こと を 目指 し 、 以 下 に 取り 組む こと と し て いま す 。 

① 内 閣 官 房 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 本 部 と 連携 し て 、W е b 上 に 金融 機関 専用 の 事業 者 支援 ノウ 

ハウ 共有 サイ ト を 創設 する 

② 各地 域内 で す で ! И ウ ハ ウ 共 有 の 取組 み を 後押し する 

この うち 、① ノ ウ ハ ウ 共 有 サ イト 創設 に 先立ち 、 活 発 な や り 取 り に 繋が る よう に サイ ト の 使い 勝手 
を 点検 する た め 、 ト ライ アル 期間 を 設け まし た 。 













































































トラ イア ル 期 間 中 に は 、 地 域 ・ 業 態 ・ 
組織 を 超え た 意見 交 hh Е 
































































































































地域 金融 人 材 の 能力 向上 に 向け た プラ ッ ト フ ォ ー ム ~ 事 業者 支援 に 関す る ノウ ハウ 共有 - 








具体 的 に = [594 |ы] ナナ 福 に == 事業 者 支援 ノウ ハウ 共有 サイ ト ш コロ ナ 補 に お ける 売り 上 げ 回 復 の ポイ ント を 教え て くだ さい | 
意見 交換 の 様 食 店 や 小売 業 、 卸 売 業 な ど 売 上 高 の 回 復 が 急務 と な っ て いる 事業 者 に 対し て 、 
ө 小 規模 事業 者 の 売 JH OO 
= 5 е | 
間 に つ いて 、 業 種 に 応じ た 検討 の 目 и ーーーーーーー- 
こ em 
ー 2 ни гәр 
線 に つい て 回 答 す る も の や 、 игу 
З еы や 条 ах ーー | ОНЫН ЧЛЕНЫ 
質問 に つい て 、 検 討 項目 の 優先 順 ーー 東海 地区 地域 
位 に つい て 回 答 す る も の 
з < = ШІ コロ ナ 褐 で の 制度 融資 や 条件 変更 は どう 対応 し て いま すか 、。 ‚| 
等 、 参 加 者 の 方 々 が 向き 合う 具体 的 な 事 раена нн gm RE ED _ 
業者 支援 の 課 時 | | Ка 意見 交換 が 行 い の で す が 、 тано виро うな を きれ て し いま す | 
= 友 の 謎 題 に つい て 、 意 喝 交 換 が 行 ーー トー] |: ЕЛЕП ER 
われ まし た 。 койа 3 йш Бы] ШЕ 
業 受 に 取り 組ん で お り 解 決し た = 
事業 者 支援 に 取り 組ん で お り 解 決し TP сы TT 
い 具 体 的 な 課題 を 有する 若手 の 職員 е, 折り の 予定 を 検討 し た 3 う うえ で 、 条 件 変更 を 優先 し て お り ま す 。 和 柔軟 に 対応 し て いく 必要 
知見 ・ ノ ウ ハ ウ を 有する 職員 が 、 実 名 で ーー 
意見 を 交換 する に と で 事業 者 支援 を 





実践 し て いく 人 的 つなが り (ネッ トワ ー ク ) が 構築 され つつ あり ます 。 















































こう し た ネッ トワ ー ク を 維持 ・ 発 展 さ せる 観点 か ら 、 参 加 者 を 段階 的 に 増やし て 行く こと と し まし た 。 

具体 的 に は 、 一 次 追加 登録 後 の 運用 で は 、 ト ライ アル 運用 時 の 倍 程度 、 参 加 者 300 名 程度 を 上 限 と し 
た いと 考え て お り 、 ま た 、 ま ず は サイ ト の 様子 を 見 て か ら 参加 を 決め た いと の 声 を 踏ま え 、 新 た に 閲覧 
専用 の 枠組 み も 用 意 し まし た 。 














今後 は 、 二 次 追加 登録 を 夏 頃 ( 
金融 庁 で は 、 コ ロナ 後 の 新 た 














KDEIUIG お U ま の 
な 日 常 を 踏ま えた 経 























と 共に 、 こ の 「 共 助 」 の 仕組 
再生 ・ 事 業 転換 支援 と いっ た 金 
また 、 地 域 金 融 機関 が 取引 先 
コロ ナウ イル ス 成 染 症 の 影響 に 
域 金 融 機関 向け の 総合 的 な 監督 
具体 的 に は 
① 金 融 仲介 機能 の 発揮 に 
чь 
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関し 

















@) | Т ЛЖ ЕЗ а. 
等 と の 連絡 手段 と し て 電子 メ 
を 、 規 定 する も の で す 。 

な お 、② 情 報 通信 の 手段 に 











229) 




















き で あり 、 具 体 的 な 手段 に つい て は 各 金 
正 は 、「 職 員 一 人 ひと り に 


有する こと も 、 営 業 職員 の 能 





E 済 の 力強い 回 復 に 向け 
み を 通じ て 、 コ ロナ 補 で 打撃 を 受け た 中 小 ・ 


、 金 融 機関 の 現場 職員 の 方 々 
А 規模 企業 の 経営 改善 ・ 事 業 














融 仲 介 機能 の 一 層 の 発揮 ・ 強 化 を 後押し し て まい り ま す 。 





の 事業 者 の 支援 を 行っ て いく 前 











] 提 と な る 営業 現場 の 業務 


こ お い て 、 新型 





よる 新た な 日 常 へ の 適応 と 生産 1 
ЕЕ の 一 























て 、 組 織 ・ 地 域 を 超え て 他 の 人 金 


力 向上 等 の 一 つの 方 策 に 























UN で は 、 願 容 の 古 一 ズ 、 





性 向上 等 を 進め る 観点 か ら 、 
ПЕЕ а ОЕ 


金融 機関 の 規模 ・ 特 性 等 
融 機 関 に お いて 判断 され る べき も の と 考え ます 。 


「 中 小 ・ 地 


融 機関 職員 等 と の 間 で 知見 ・ ノ ウ ハ ウ を 
ЖЮ OS と 

三 ュ ー ノ ー マ ル の 下 で は 、 地 域 金 
ル 等 の 情報 通信 基盤 の 整備 が 不可 欠 


融 機 関 に お いて も 、 
(сс с 


金融 機関 内 や 顧客 





に 応じ て 整備 され る べ 
今回 の 指針 改 


























ー 律 に 求め る も の で は あり ませ ん 。 


各 金 
電子 的 
情報 セキ ュ リ ティ 








地域 金融 機関 の 方 々 に 


※ 本 年 4 月 30 日 公表 、「『 中 小 








貼る 











・ 地域 金融 機関 向け の 総合 的 な 


青 報 漏えい 等 の お それ に 
は 、 引 き 続 き 、 顧 客 の ニー ズ を 踏ま えた 1CT 環 境 の 整備 ( 


監督 指針 』 の 一 


イン ター ネッ ト 接 続 端末 を 貸与 し て 電子 メー ル ア ド レス を 付与 する こと | を 


融 機関 の 取引 先 に お いて も 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 も 受け て 、 対 面 や 電話 、FAX だ け で な く 、 
こ ア ポイ ント の 調整 や 書類 を や り 取 りす る ニー ズ が 高 





まっ て いる の で は な いか と 考え て いま す 。 
・ サ イ バ ー セ キュ リティ の 重要 性 は 言う まで も な く 、 職 員 が 、 
端末 や ネッ トワ ー ク 回 線 を 利用 する 「 シ ャ ドー1T」 


管理 部 門 の 許可 が な い 
留意 が 必要 で す 。 
こ 期 待 を し て いま す 。 

















部 改正 に 関す る パブ リッ クコ 























メン ト の 結果 等 に つい て : https://www.fsa.go.jp/news/r2/ginkou/20210430-2/20210430-2.html 





政策 解説 コー ナー 















































(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 担当 者 の 個人 的 見 解 で や り 、 所 属 組織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 





























金融 庁 は 本 年 4 月 12 日 、「 顧 客 本 位 の 業務 運営 に 関す る 原則 ]」 (以下 、「 原 則 ] ) に 基づく 人 金融 事業 

者 の 取組 み の 「 見 える 化 ] を 一 層 進 め る 観点 か ら 、「 金 融 事業 者 に お ける 顧客 本 位 の 業務 運営 の さら な 
る 浸透 ・ 定 着 に 向け た 取組 み に つ いて 」 1 を 公表 し まし た 。 本稿 で は 、 そ の 背景 や 狙い に つい て 解説 
Е 
































ав 
1. 背景 


「 原 則 」 は 、 平 成 29 年 3 月 の 策定 ・ 公 表 か ら 4 年 が 経過 о С 
融 庁 で は 、 金 融 事業 者 に よる 顧客 本 位 の 業務 運営 の 取組 み を 「 見 える 化 ] する こと に より 、 国 民 の 安 
о у оет 
な KPI や 共通 KPI 等 ) の 策定 ・ 公 表 を 求め 、 金 融 事 業者 に よる 公表 状況 そ を 、 「「 顧 客 本 位 の 業務 運営 に 
関す る 原則 」 を 採択 し 、 取組 方 針 ・ 自 主 的 な KPI・ 共 通 KPI を 公表 し た 金融 事業 者 の リス ト 」 (以下 、 
「 金 融 事 業者 リス ト 」 ) と し て 金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト 上 で 定期 的 に 公表 し て きま し た 。 

令 和 2 年 12 月 末 時 点 で 、「 原 則 」 を 採択 し 取組 方 針 を 公表 し た 金融 事業 者 は 2.098 社 に の ぼり 、 う ち 
1 238 社 が 「 自 主 的 な KPI| を 、534 社 が 「 共 通 KPI] を 公表 する に 至っ て いま す 。 

こう し た 中 、「 金 融 審議 会 市 場 ワ ー キ ング ・ グ ルー 報告 書 一 殿 客 本 位 の 業務 運営 の 進展 に 向け で 
— | ※2 で は 、 金 融 事業 者 に よる 顧客 本 位 の 業務 運営 の 取組 み の 「 見 える 化 ] に つい て 、「 原 則 」 を 採 
択 し た 金融 事業 者 の 取組 方 針 や 自主 的 な KPI・ 共通 KPI の 定期 的 な 公表 を 通じ て 、 金融 事業 者 の 取組 み 
の | 見 える 化 | の 促進 が 図ら れ て きた と する 一 方 、 取 組 方 針 と し て | 原則 ] の 文言 を 若干 変え た 程度 の 
内 容 を 策定 ・ 公 表し て いる 金融 事業 者 が 散見 され る ほか 、 各 原則 の 中 で 実施 し な い 項 目 が ある に も か か 
わら ず 、 その 理由 や 代 管 生 の 説明 は ЕА паа арел т Е. 

その 上 で 、 同 報告 書 で は 、 ①「 原 則 | を 採択 する 金融 事業 者 | ОО 
( 注 ) を 含む 。 以 下 同じ ) に 示さ れ て いる 内 容 毎 に 、 実 施す る 場合 に は その 対応 方 針 を 、 実 施し な い 場 
合 に は その 理由 や 代替 策 を 、 自 ら の 取組 方 針 ( з ( と 、 ま た 、 取 組 方 針 及 び 
これ に 係る 取組 状況 を 公表 する 際 に は 、 原 則 2 7 に 示さ れ た 項目 毎 に 実施 の 有無 を 検証 し 、 そ の 内 容 
が 分 か る よう に 明示 する こと 、②⑫ 人 金融 庁 に 対し 、「 原 則 」 採択 事業 者 の リス ト を 公表 する 際 に は 、 各 金 
融 事 業者 の | 原則 |] の 取組 方 針 や これ に 係る 取組 状況 を 項目 毎 に 比較 で きる よう に する こと 、 さ ら に 
金融 事業 者 に よる 好 事 例 と 不 芳 事例 を 比較 分 析 し 、 ホ ー ム ペー ジ な ど を 積極 的 に 活用 し て 、 顧 客 に と っ 
で 婦 か りや すい 情報 発信 を 休 う こと 、 が 提言 され まし た 。 



















































































































































































































































































2. 公表 の 概要 
本 年 4 月 12 日 、 金 融 庁 は 上 述 の 提言 等 を 踏ま ほえ 、「 金 融 事 業者 に お ける 顧客 本 位 の 業務 運営 の さら な 
る 浸透 ・ 定 着 に 向け た 取組 み に つ いて 」 を 公表 し まし た 。 

















(1) 金 融 庁 へ の 報告 

平成 29 年 の | 原則 | の 策定 ・ 公 表 以 降 、 金 融 庁 は 、「 原 則 」 を 採択 し 、「 金 融 事 業者 リス ト 」 へ の 掲 
載 を 希望 する 金融 事業 者 に 対し 、 取 組 方 針 等 の 公表 状況 に つい て 報告 を 求め て きま し た が 、 今 般 、 そ の 
報告 様式 を 拡充 し 、 新 た に 取組 方 針 等 と 原則 2 一 7 の 対応 関係 等 に つい て 、 報 告 を 求め る こと と し まし 
大 
※1 本 年 4 月 12 日 公表 、「 金 融 事 業者 に お ける 顧客 本 位 の 業務 運営 の さら な る 浸透 ・ 定 着 に 向け た 取組 み に つ 

いて 」 : https://www.fsa.go.jp/news/r2/kokyakuhoni/202104/fd_2021.html 
※2 令 和 2 年 8 月 5 日 公表 、 | 金融 審議 会 市 場 ワ ー キ ング ・ グ ルー プ 報 告 書 一 顧客 本 位 の 業務 運営 の 進展 に 向 
С — | : https://www_fsa.go.jp/singi/singi_kinyu/tosin/20200805/houkoku.pdf 

























































































(2) 「 金 融 事業 者 リス ト 」 公表 の 考え 方 

金融 庁 に お いて は 、 金 融 事業 者 か ら の 報告 内 容 を 確認 し 、 原 則 2 7 に 示さ れ て いる 内 容 毎 に 、 対 
応 し た 形 で 取組 方 針 等 を 明確 に 示し て いる こと が 確認 で きた 金融 事業 者 の み 、「 金 融 事業 者 リス ト ]」 
に 掲載 し て いく こと と し まし た (初回 の 報告 期限 は 本 年 6 月 末 ) 。 
(3) 「 顧 客 本 位 の 業務 運営 の 取組 方 針 等 に 係る 金融 庁 に お ける 好 事 例 分 析 に 当たっ て の ポイ ント 」 

「 ポ イン ト 」 は 、 こ れ ま で に 金融 事業 者 が 公表 し て いる 取組 方 針 等 に 基づく 金融 事業 者 と の 対話 等 
を 踏ま え 、 今 後 、 金 融 庁 に お いて 好 事 例 の 比較 分 析 を 行う 際 に 、 分 析 の ポイ ント と 考え られ る 事項 を 
まとめ た も の で あり 、 金 融 事 業者 に お ける 取組 方 針 等 の 検討 に も 資す る と 考え られ る こと か ら 、 公 表 
ЁК 





































































































(図表 : 「 ポ イン ト 」 の 概要 ) 


原則 2 顧客 の 最善 の 利益 」 の 実現 状況 を 確認 する た め の 指 標 が 示さ れ て いる 。 

【 顧 客 の 最善 の 利益 の 追求 】 ・ 当 該 指標 の 前 提 と な る 「 顧 客 の 最善 の 利益 」 の 考え 方 が 具体 的 に 示さ れ て いる 。 
原則 3 ・ 金融 商 品 の 顧客 へ の 販売 ・ 推 奨 等 の 局面 を 含め 、 当該 利益 相反 を 管理 する た 
【 利 益 相 反 の 適切 な 管理 】 め の 対 応 方 針 が 具体 的 に 示さ れ て いる 。 

原則 4 ・ 取 扱い の ある 金融 商品 ・ サ ービス の うち 、 顧客 に 対し 、 手 数 料 そ の 他 の 費用 の 

【 手 数 料 等 の 明確 化 】 詳細 を 示し て いる も の が 、 具 体 的 に 示さ れ て いる 。 

原則 5 ・「 重要 な 情報 」 の 顧客 へ の 提供 に 際 し 、 用 いる 資料 や 説明 方 法 が 具体 的 に 示さ 
【 重 要 な 情報 の 分 か りや すい 提供 】 れ て いる 。 


・ 顧 客 に ふさ わし い 人 金融 商品 ・ サ ービス を 提供 する 観点 か ら 、 商 品 ラ イン アッ プ の 
整備 の 考え 方 が 具体 的 に 示さ れ て いる 。 


原則 6 А 

ХАЈӨ ТЕЕ ・ аас оа ДЕЗ Ыс СП, その 考え 方 を 具 

【 原 客 に ふさ わし い サ ービス の 提供 】 体 化 し た 基準 を 用 意 し 、 一 綱 性 を も っ て 想定 する 顧客 属性 を 特定 ・ 公 表 で きる 仁 
組み が 示さ れ て いる 。 

原則 7 . 営 業 店 の 業績 評価 体系 や 営業 員 の 人 事 評 価 体系 に つい て 、 顧 客 本 位 の 業務 


【 従 業 員 に 対す る 適切 な 動機 づけ の 枠組 み 等 】 運営 を 実現 する 観点 か ら 、 具 体 的 な 取組 が 示さ れ て いる 。 


3, 今般 の 取組 み の 狙 い 

今般 の 取組 み の 狙 い は 、 「 原 則 」 採択 事業 者 が 、 | 原則 」 の 各 項 目 に 関し て 、 今 後 追 求 し て いく ビ 
ジネス モデ ル や 営業 現場 の 実際 の 状況 も 踏ま えて 、 ど の よう な 取組 み を 行っ て いく か / 行 わな い の か 
を 改め て 検討 する と と も に 、 そ の 内 容 を 取組 方 針 等 と し て 顧客 に 具体 的 か つ 分 か りや すく 情報 発信 す 
る よう 促す こと に あり ます 。 こ れ に より 、 当 該 金融 事業 者 の 顧客 本 位 の 業務 運営 に 関す る 取組 み の 
「 見 える 化 | を 促進 し 、 よ り 良 い 取組 み を 行う 金融 事業 者 が 顧客 か ら 選 択 さ れ て いく メカ ニズム の 実 
現 の 後押し を する と 共に 、 本 部 一 営業 現場 一 顧客 の 間 で 当該 事業 者 の 具体 的 な 取組 み に 対す る 共通 理 
解 を 醸成 する こと で 、 営 業 現場 に お いて 顧客 本 位 の 業務 運営 の さら な る 浸透 ・ 定 着 が 進む こと を 期待 
СЕ 

「 金 融 事 業者 リス ト 」 掲載 希望 事業 者 の 当 庁 へ の 報告 期限 (初回 ) は 本 年 6 月 末 に 設定 し て いる も 
の の 、 上 記 の 観点 か ら 、 各 金融 事業 者 に お いて は 、 期 限 に 間に合わ せる こと を 目的 化す る こと な く 、 
今 一 度 、 取組 方 針 等 の 内 容 と その 発信 の あり 方 を 確 り と 見 直す 機会 と し て いた だ きた いと 考え て いま 
す (報告 期限 は 年 に 数 回 設け る 予定 で す ) 。 

利用 者 の 皆様 に お か れ ま し て は 、 取 引 コ スト や アク セス の 容易 さ 等 の みな ら ず 、 金 融 事 業者 の 取組 
方 針 等 に お いて 、 金 融 事 業者 が 利用 者 の 皆様 の 資産 形成 の た め に 、 具 体 的 に どの よう な 形 で 金融 商 
品 ・ サ ービス を 提供 し よう と し て いる の か と いっ た 点 も ご 覧 いた だ く こ と で 、 金 融 事 業者 を 選択 する 
際 の 参考 に し て いた だ きた いと 考え て いま す 。 今後 、 金 融 庁 に お いて は 、 本 年 6 月 末 ま で の 金融 事業 
者 か ら の 報告 内 容 に 基づき 、 各 金融 事業 者 の 取組 方 針 等 を 項目 毎 に 比較 で きる 形 の 「 金 融 事 業者 リス 
ト 」 を 作成 し 、 8 月 以降 に 公表 する 予定 で す の で 、 こ ちら も 併せ て ご 参考 くだ さい 。 

金融 庁 は 国民 の 皆様 の 安定 的 な 資産 形成 を 後押し する た め 、 引 き 続 き 金 融 事 業者 に お ける 顧客 本 位 
の 業務 運営 の 浸透 ・ 定 着 に 向け た 取組 み を 進め て まい り ま す 。 
























































































































































































































































































































































































































































お 知ら せ 
金融 庁 ・〕JPX 共 催 セ ミナ ー 
「TCFD 開 示 と トラ ンジ ショ ン ・ フ ァ イ ナ ンス 
ー2050 年 カー ポン ニュ ー ト ラル に 向け て – | の 開催 に つい て 











年 4 月 28 目 、 金 融 庁 は 、 目 本 取引 所 (JPX) グル ー プ と の 共催 で 、 オ ン ラ イン セミ ナー 
[TCFD 開 示 と トラ ンジ ショ ン ・ フ ァ イ ナ ンス -2050 年 カー ボン ニュ ー ト ラル に 向け て -|」 
を 開催 し まじ た 。 


о а ае 
フォ ー ス の 略称 で 、 気 候 変動 が 企業 財務 に も た ら す リス ク と 機会 を 、 ガ バナ ンス ・ 戦 略 ・ 
スク 管理 ・ 指 標 と 目標 と いう 4 項目 か ら 成る フレ ー ム ワー ク に 基づき 開示 する こ ко 
で いき Te 

金融 庁 で は 、TCFD 開 示 に 対す る 企業 や 投資 家 の 理 解 を 促す べく 、JPX と 協力 し 2019 年 よ 
り 継 続 し て 関連 イベ ント 開催 し て まい り ま し た 。 3 回目 と な る 今回 は 初 の オン ライ ン 形 式 で 
の 実施 と な り ま し た が 、 当 日 は 企業 の サス テ ナ ビ リティ 担当 者 を 中 心 と し た 約 800 名 の 方 々 
еа ie 


本 稿 で は 、 当 セミ ナー の 模様 を 簡単 に 紹介 いた し ます 。 






























































1, パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン : 3 省庁 講談 カー ボン ニュ ー ト ラル に 向け た TCFD 開 示 と 
トラ ンジ ショ ン ・ フ ァ イ ナ ンス の 意義 

最初 の パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン で は 、BofA 証 券 の 林 礼子 様 に モデ レー ター を 務め て いた 

だ き 、 経 済 産業 省 ・ 金 融 庁 ・ 環 境 省 の 実務 担当 者 が 、TCFD 開 示 と トラ ンジ ショ ン ・ フ ァ イ 

ナオ ンス を テー マ に 議論 し まし た 。 


順に 各省 庁 の 関連 する 取組 み を ご 紹介 いた だ いた 後 、 3 省庁 が 協 働 で トラ ンジ ショ ン ・ 
ァ イ ナ ンス 等 の 検討 を 進め る ※1 意 義 や 、2050 年 カー ボン ニュ ー ト ラル の 実現 に 向け た 今 
с “Эз С. үйл = ш с oe „ўе 


どの 担当 者 に も 共通 し た 思い と し て 挙げ られ た の は 、 各 省庁 が 持つ 異な る 視点 や 専門 性 を 
尊重 し つつ 共通 目標 に 向け て 連携 する 重要 性 、 ま た 、 不 確実 性 の 高い 気候 変動 問題 に 対し て 
唯一 の 正解 を 求め ある の で は な く 、 企 業 や 業種 の 特性 に 応じ て 戦略 的 に 対応 し て いく 必要 性 で 
п о о 地域 社会 
や 個人 も 含め た 裾野 の 拡大 、 ひ いて は 、 脱 炭素 に 向け た 各国 の 「 大 競争 時 代 ] に お いて 日 本 

роо аа 

































































































































































※1 経済 産業 省 ・ 金 融 庁 ・ 環 境 省 は 、 本 年 1 月 より 「 ト ラン ジ シ ョ ン ・ フ ァ イ ナ ンス 環境 整備 検討 会 ] を 
= а ШЫ («Ж =; 討 会 内 で の 議論 を 取り е ОЕ Ее 
イナ ンス に 関す る 基本 指針 ] を 公表 し た 。 (https://www.fsa.go.jp/singi/transition finance/index.html) 











































































































5, 


2. 講演 : JPX ESG Knowledge Hub の nr ーー ニー 
活動 と 今後 の 展開 | == = ーー 


JPX 

次 は 、JPX の 鳥居 夏帆 様 よ り 、 昨 年 11 月 に =з к=— 

開設 され た 「JPX ESG Knowledge Hub」 に = 
320008G Ке с С 
上 場 会 社 の ESG 情 報 開 示 を サポ ー ト する べく 、 
|「ESG 情 報 開示 実践 セミ ナー」 と いっ た 解説 
動画 や 、 各 社 の 開示 事例 を 公開 し て お り ま す 。 
本 セ = ナー の 動画 や プレ ゼン 資料 も | 関連 セ аас 
ミナ ー※2]」 の コー ナー に て 配信 し て お り ま す SE hak (i 
@©, 関 記 の 








の 回 示 に 間 四 する セミ ナー を 
Ф 2019 年 末 ま で に 捉 僅 し た セミ ナー の 動 圧 ・ 商 料 は こち ら 





TCFD 開 示 と トラ ンジ ショ ン フ ァ イ ナ ンス – 2050 年 カー ボン ニュ ー ト ラル に 向け て - (バネ ル 2) 





TCFD 開 示 と トラ ンジ ショ ン フ ァ イ ナ ンス  -2050 年 カー ボン ニュ ー ト ラル に 向け て (JPX 講演) 




















3, パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン : トラ ンジ ショ ン を 測る 指標 (KPls) を 巡る TCFD で の 





議論 の 進展 
最後 は 、 当 庁 の 池田 賢 志 リー ド の も と 、 4 名 の 有識者 に 方 々 に ご 参加 いた だ き 、「CFD 開 示 の うち 

















「 戦 略 」 と 「 指 標 と 目標 」 に 焦点 を 当て た パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン を 行い まし た 。 


初め あ に 、CDP ジ ャ パン の 高瀬 香 絵 様 よ り 、CDP の 活動 や SBT3 イ ニシ アテ ィ ブ を 巡る 動向 等 に つ 
いて 、 引 き 続 いて 、TCFD メ ン バ ー で も ある 東京 海上 ホー ルディ ング ス の 長 村 政明 様 と 三菱 商事 の 藤 
М 武 宏 様 よ り 、TCFD 内 の 最新 の 議論 に つい て ご 紹介 いた だ き 、 合 理性 の ある 指標 ・ 目 標 や 財務 的 イ 
ン パ クト と 紐 づ いた 戦略 の 開示 が 求め られ て いる 現状 に つい て 議論 し まし た 。 


次 に 、 電 力 中 央 研究 所 の 冨田 基 史 様 より 、 
金融 機関 の スコ ー プ 3 ※4 の 把握 に 関す る 動向 
[ае е зае 
の 報告 を 求め る 国際 的 な 流れ が 加速 する 一 方 、 
スコ ー プ 3 は 他社 と の 比較 より も 自社 の 実態 
把握 を 目的 と し て いる と いっ た 視点 も 共有 さ 
































































КЗ: [Ё 72 

登壇 者 共通 の メッ セー ジ と し て は 、 こ うし だ 
た 開示 の 取組 み は 、 強 いら れ て や る も の で は 

な く 、 自 社 の 課題 や 強み を 把握 する 機会 と し 
て 前 向き に 取り 組ん で ほし いと の 意見 を 発信 


ЕЛЕЕ 画像 : モデ レー ター を 務め る 池田 チー フ ・ 
スパ デ ナブ アル フラ ア イデ ジヌ オラ アラ ィ 立 一 





























※2 JPX ESG Knowledge Нир : 関連 セミ ナー 
https://www.jpx.co.jp/corporate/sustainability/esgknowledgehub/esg-seminar/index.html 

※3 Science Based Targets の 略 で 、 パ リ 協 定 の 目標 水準 の 実現 に 向け た 、 最 新 の 科学 と 整合 し た 企業 
の 温室 効果 ガス の 排出 削減 目標 の こと 。 

※4 企業 の 事業 活動 に 関連 し て 発生 し た 温室 効果 ガス 排出 量 の うち 、 自 社 が 排出 する 直接 排出 量 ( ス 
1-71) 及び 他社 か ら 供給 さ れ た 電気 等 の 使用 に 伴う 間接 排出 量 (スコ ー プ 2 ) 以外 の 間接 排出 量 を 
指し 、 金 融 機関 に と っ て は 、 投 融資 先 の スコ ー プ 1 一 3 も 対象 と な る 。 
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女性 職員 活躍 と 職員 の ワー クラ イフ バラ ンス 推進 の た め の 
取組 計画 の 策定 ・ 公 表 に つい て 




















令 和 3 年 1 月 29 日 に 開催 され た 政府 の 女性 職員 活躍 ・ ワ ー ク ライ フ バ ラン ス 推 進 協議 会 に お いて 、「 攻 
家 公 務 員 の 女性 活躍 と ワー クラ イフ バラ ンス 推進 の た め の 取 組 指針 ] (以下 「 取 組 指 針 ]」 ) が 5 年 振り に 
ШЛЕ 22 м5 


取組 指針 で は 、 将 来 に わた る 公務 の サス テ ナ ビ リティ を 確保 し 、 政 策 や 行政 サー ビス の 質 の 維持 ・ 向 上 
を 図る と と も に 、 性 別 や 年 代 、 時 間 制 約 の 有無 等 を 問わ ず 全 て の 職員 が 、 い か な る 環境 下 に お いて も 、 責 
任 と 誇り を 持っ て 生き 生き と 働け る 職場 作り に 取り 組む こと と され て お り 、 各 府 省 等 に お いて 取組 指針 に 
基づき 、 ワ ー ク ライ フ バ ラン ス 推 進 の た め の 働 き 方 改革 と 、 女 性 の 活躍 推進 の た め の 改 革 を 実行 する た め 
の 取組 計画 を 策定 する こと と され て いま す 。 


これ を 踏ま え 、 今 般 、 金 融 庁 と し て 、 令 和 3 年 度 か ら 令 和 7 年 度 未 ま で を 対象 期間 と する 「 女 性 職員 活 
躍 と ワー クラ イフ バラ ンス 推進 の た め の 取 組 計 画 ] (以下 「 取 組 計画 ] ) を 策定 ・ 公 表し まし た 。 取組 計 
画 で は 、 業 務 の 見 直し や 効率 化 、 デ ジタル 化 の 推進 、 及 び マ ネジ メン ト 改 革 を 働き 方 改革 の 主軸 に 据え る 
こと に より 、 長 時 間 労 働 の 是正 、 働 く 場所 や 時 間 の 柔軟 化 に よる 効率 的 な 業務 遂行 を 可能 に する と と も に 、 
あら ゆる 職員 が 最大 限 に 能力 を 発揮 し 、 充 実感 の ある 仕事 と 生活 を 両立 で きる よう 、 真 の ワー クラ イフ バ 
ラン ス を 実現 し て いく た め の 取 組 や 、 誰 も が 性 別 を 意識 する こと な く 活 躍 で きる よう 、 働 き 方 改革 を 不可 
欠 な も の と し て 、 女 性 の 採用 ・ 登 用 の 拡大 や 計画 的 育成 等 の 女性 活躍 を 実現 し て いく た め の 取 組 を 掲げ て 
т 


例え ば 、 金 融 庁 に お いて は 、 全 職員 が 職員 PC の 持ち 帰り に より テレ ワー ク が 実施 で きる 環境 を 整備 し て 
いる ほか 、 全 職員 が 一 斉 に テレ ワー ク を 実施 する こと が 可能 な 回 線 容量 も 整備 し て いる こと に 加え 、 庁 外 
の 利用 者 も 参加 可能 な ウェ ブ 会 議 機能 や BYOD (Bring Your Own Device) の 導入 や 軽量 パソ コン へ の 置 
換 な ど 、 テ レ ワ ー ク 環境 の 改善 を 進め て いる と ころ で す が 、 今 後 も 更 な る 改善 を 推進 し て いく こと と し て 
いま す 。 ま た 、 配 偶 者 の 地方 転勤 へ の 同 女性 職員 活躍 と 職員 の ワー クラ イフ バラ ンス 推進 の た め の 取 組 計画 【 概 要 】 
行 又は 地方 在住 の 親 の 介護 の た め 、 職 員 ーー マーーー 
が 一 時 的 に 遠隔 地 に 転居 する こと を 希望 О 公務 の サス テ ナ ビ リティ を 確保 し 、 政 策 や 行政 サー ビス の 臣 の 維持 ・ 向 上 を 図る 


する 場合 べ の 対応 と し て 、 転 居 先 の 自宅 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































О 性 別 や 年 代 等 を 問わ ず 全 て の 職員 が 、 責 任 と 誇り を 持っ て 生き 生き と 働け る 職場 環境 作り に 取り 組む お 
































І. ワー クラ イフ バラ ンス 推進 の た め の 働 き 方 改革 






























































ЕО ООА PT 本 ーー веет 
е = = ・ 真 に 必要 な 業務 に 限り ある リソー ス を 集中 ・ 各 局 電 部 ・ 課 室長 に よる マネ ジメント の 方 針 ・ 考 え 記 を 部 下 
組 や 、 保 育 施設 と の 関係 等 に より 、 本 人 ・RPA 等 を 活用 し た 定 定 業 務 の 効率 人 аасня ан 
р б ・ テ レ ワ ー ク の 推進 ・ 陵 中 満足 度 主 克 や 360O 刻 評価 の 実施 
の 希望 に よら ず 職 場 へ の 復帰 が 困難 な 場 ・ 還 会務 の 素人 жинден СЗбОВГЭНБЕНЕ зая 
ОЕ Ж оннан гнасни а зон 
Е = 2 S ・ 務 時 間 を 電子 69 に 一 元 管理 ・ 男 性 の 育児 林業 到 得 率 : 30%6 (2025 年 まで ) 
に 配属 する こと 等 に より 、 早 期 復帰 が 可 ・ 各務 叶 間 の 宮 委 的 な 把握 に 向け だ た 栓 名 ・ 男 性 の 特有 人 時 の 5 日 以上 取得 : 100% (БЕШ) 











能 と な る よう 配慮 する 等 の テレ ワー ク を - 











Ш. 女性 の 活躍 推進 の た め の 改 革 














































































































х АД \ た いた リー 
活用 し た 新しい 働き 方 の 推進 に 取り 組ん авара eK | 

< ー ・ 新規 採用 者 に 占め る 女性 割 合 : 35% (毎度) 2. 女性 の 登用 目標 達成 に 向け た 計画 的 育成 
СО ЗЕЕ: .ивесаюзнева: 10% ・ 女 人 を 対 象 こ する 採用 広幸 動 の 電信 

・ 課 長 補佐 に 占め る 女性 割合 : 17% ・ 本 人 の 意向 や キャ リア パス を 踏ま えつ つ 、 能 力 ・ 実 績 に 認 じ 
= а Е ・ 係 長 に 占め る 女性 本 合 : 30% た 人事 配 置 
金融 庁 で は 、 取 組 計画 に 掲げ た 施策 に : бизгс сна : 35% ‚ ®шшийншаАр 5ш + ШРШ 
Ка б Е ##2О25#ЖЖЕЕСФЕНЕ (第 5 次 男女 共同 参画 基本 計画 に || ・ 他 みや 必 配 の 相 説 が で きる 体制 づく り 

つい て 、 職 員 一 人 ひと り が ワー クラ イフ | 93mmmwcg ゅ y 

== 5 ңе 252. паа МЕ 2 
バラ ンス 推進 と 女性 活躍 の 重要 性 を 理解 М. 推進 体制 等 | 
し 、 着 実に 実行 し て いき ます 。 о 取組 状況 を フォ ロー アッ プ い し 、 毎年 度 1 回 公表 (内 間 人 事 局 取 り ま と め ) | 



























































ж 令 和 3 年 4 月 23 日 公表 、「 金 融 庁 女性 職員 活躍 と 職員 の ワー クラ イフ バラ ンス 推進 の た め の 取 組 計画 」 
に つい て : https://www.fsa.go.jp/common/about/sonota/woman_wlb.html 
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銀行 を ご 利用 の お 客 さ ま へ 
ー 新型 コロ ナウ イル ス の 感 筑 を 防ぐ た め に 一 
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01 112. ЕЕЗ АДЕ А ШЕ. ШУ 
ーー リー シャ ルディ スタ ンス の 確保 マス タケ 着用 ・ 万 来店 前 の 体 園 確 困 
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ME NAR AEE UE, митно коен Лс. атса ся, 
02 混雑 を 避け る た ぬ の お 願い 
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ПШ нт ® 2, Ж 
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先月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み 
А 





> クラ イメ ー ト ・ ト ラン ジ シ ョ ン ・ フ ァ イ ナ ンス に 関す る 基本 指針 に 対す る パブリック コ メン ト の 結果 
等 に つい て (5 月 7 日 ) 
> | 金融 所 得 課税 の 一 体 化 に 関す る 研究 会 ] を 設置 ( 令 和 3 年 5 月 7 日 ) 
> 金融 審議 会 「 市 場 制度 ワーキング ・ グ ルー プ 」 (第 9 回 ) を 開催 (5 月 10 日 ) 
> | 重要 情報 シー ト | を 作成 ・ 活 用 する 際 の 手引 き に つい て (5 月 12 日 ) 
と 
と 
と 

































































































































































緊急 事態 宣言 の 延長 等 を 踏ま えた 資金 繰り 支援 等 に つい て 金融 機関 に 要請 (5 月 12 日 ) 
金融 審議 会 「 市 場 制 度 ワ ソー キン グ ・ グ ルー プ 」 (第 9 回) を 開催 (5 月 14 日 ) 
[金融 サ ービス 利用 者 相談 室 |] に お ける 相談 等 の 受付 状況 等 (期間 : 令 和 3 年 1 月 1 日 一 同年 3 月 
31 日 ) (5 月 18 日 ) 
金融 審議 会 「 最 良 執行 の あり 方 等 に 関す る タス ク フ ォ ー ス | (第 4 回 ) を 開催 (5 ВІЗА) 
第 2 回 LIBOR 利 用 状況 調査 の 結果 概要 (2020 年 12 月 末 基 準 ) (5 月 19 日 ) 

[第 5 回 イン パク ト 投 資 に 関す る 勉強 会 ] を 開催 (5 月 20 日 ) 

| 金融 所 得 課 税 の 一 体 化 に 関す る 研究 会 | (第 2 回 ) を 開催 (5 月 25 日 ) 

[基幹 系 シス テム ・ フ ロン トラ ン ナ ー・ サ ポー ト ハ ブ 」] 支援 決定 案件 (5 月 25 日 ) 
金融 審議 会 市場 制 度 ワ ソー キン グ ・ グ ルー プ 」 (第 10 回 ) を 開催 (5 月 25 日 ) 

[保険 会 社 向 け の 総合 的 な 監督 指針 | 及び 「IAIGs 等 向け モニ タリ ング レポ ー ト | を 英訳 (5 月 26 日 ) 
犯罪 収益 移転 防止 法 に お ける オン ライ ン で 完結 可能 な 本 人 確認 方 法 に 関す る 金融 機関 生け O&A (5 
1289) 
[サス テ ナ ブ ルフ ァ イ ナ ンス 有識者 会 議 」 (第 7 回 ) を 開催 (5 А289) 

[基幹 系 シス テム ・ フ ロン トラ ン ナ ー・ サ ポー ト ハ プ ブ | 支援 決定 案件 に つい て (5 月 28 日 ) 
金融 機関 に お ける 貸付 条件 の 変更 等 の 状況 に つい て 更新 (5 月 28 日 ) 
金融 店 電子 申請 ・ 届 出 シ ステ ム の 利用 開始 に 向け 金融 機関 へ 周知 (5 月 31 日 ) 
マネ ー・ ロ ー ン ダリ ング 及び テロ 資金 供与 対策 に 係る 態勢 整備 を 期限 まで に 行う よう 人 金融 機関 へ 要請 
(5 月 31 日 ) 



























































































































































































































































































































































































































































vV YY ママ YY ツ 

































































































































































vv vV Vv Y 




















































































twitter 情 報 発 信 
強化 中 ! 


・ Twitter 金融 庁 公式 アカ ウン ト 
https://twitter.com/fsa JAPAN 








・ 本 誌 へ の ご 意見 ・ ご 感想 は 以下 の メー ル ア ド レス か ら 
「 金 融 庁 広報 室内 アク セス FSA 担 当 者 」 宛 に お 送り くだ さい 。 


E-mail 





fsa_kouhou@fsa.qo.jp 








編集 後記 

梅雨 の 時 期 が 近づい て 参り まし た が 、 皆 様 如何 お 過ごし で し ょ うか 。 

最近 放送 され た 名 門 大 学 の 広報 マン が 主人 公 の ドラ マ を 広報 目線 で 楽し ん で お り ま し た が 、 本 ドラ マ の 主演 ・ 松 
坂 桃李 君 で 個人 的 に 印象 深い の は 、 彼 が 出演 し た 2017 年 の ドキ ュ メ ンタ リー 番組 『 松 坂 桃李 遥か な る シル クロ ー 
ド の 旅 』 で す 。 西 域 の 絶景 上 「 史 記 」 の 英雄 ・ 張 著 の 足跡 を 松坂 桃李 君 が 辿 る 番組 の な か で 、 紹 介さ れ て いた 蘭州 
拉麺 は 本 当 に 美味 し そう で し た 。 最 近 は 日 本 各地 で 蘭州 拉麺 を 食べ られ る お 店 が 徐々 に 増え て いる の は 嬉し い 限 り 


С 

87, Еул Се &4ли%ЕЯ салза, С, ЏНАЖФЙВ ЕАО 
「 麻 ビー」 は 本 場 の 味 に 近く 、 シ ビ れ る 旨 さ が た まり ませ ん 。 近 所 の コン ビニ で つい 購入 し て し まい ます 。 

湿度 が 高く 過ごし 辛い 時 期 で あり ます が 、 美味しく 辛い 物 を 食べ て 乗り 切っ て 参り まし ょ う 。 


金融 庁 広報 室長 境 吉 隆 
編集 ・ 発 行 : 金融 店 広報 室 





